
1959年（昭和34年）、利府町食生活改善推進協議会が発足。町主催の「栄養
教室」を受講・修了した希望者が「食生活改善推進員（愛称：ヘルスメイト）」
として活動。毎月１回、会員の研修会を実施。「地区料理伝達講習会」（現在
はコロナで休止）の開催などを通して町民に食の大切さを伝えている。
現在の会員数は32名（うち男性2名）。

「
十
符
人（
と
ふ
と
）」で
は
、
毎
月
、

利
府
の
魅
力
づ
く
り
や
魅
力
発
信
に
貢
献

し
て
い
る
方
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

「
私
達
の
健
康
は
、私
達
の
手
で
」。

「
食
の
大
切
さ
」を
伝
え
ま
す
。

す
る
方
た
ち
と
協
力
し
て
料
理
を
作
る
の

は
と
て
も
楽
し
い
ん
で
す
。
一
日
も
早
く

再
開
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」と
残
念

そ
う
。
そ
ん
な
状
況
の
中
、
昨
年
は
メ
タ
ボ

予
防
な
ど
に
役
立
つ
料
理
を
開
発
し
、「
健
康

料
理
レ
シ
ピ
集
」と
し
て
発
行
。
他
に
も

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
お
弁
当
の
提
案

や
、町
内
イ
ベ
ン
ト
で「
1
日
に
必
要
な
野
菜

の
摂
取
量
」や「
減
塩
」に
つ
い
て
、
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
ゲ
ー
ム
を
行
う
な
ど
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。「
講
習
会
で
学
ん
だ
料
理
を

家
族
や
友
人
に
披
露
し
て
、『
美
味
し
い
！
』

と
言
わ
れ
る
の
も
嬉
し
い
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
や
つ
な
が
り
が
広
が
る
の
も

大
き
な
魅
力
で
す
。
私
達
の
活
動
を
知
っ
て

も
ら
い
、
ま
た
よ
り
多
く
の
方
に『
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
』に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
望

し
て
い
ま
す
！
」と
、お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
栄
養
指
導
室
で

に
っ
こ
り
微
笑
む
の
は
、「
食
生
活
改
善

推
進
員（
愛
称
：
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）」役
員
の

皆
さ
ん
。
現
在
の
会
員
総
数
は
32
名
。

月
１
回
開
催
す
る「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
講
習

会
」で
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
や
食
育
に

つ
い
て
学
び
、
町
民
の
皆
さ
ん
に「
食
の
大

切
さ
」を
伝
え
て
い
ま
す
。「
健
康
な
生
活
を

送
る
た
め
に
は
食
生
活
が
と
て
も
大
切
。

町
で
主
催
す
る『
栄
養
教
室
』を
受
講
し
、

修
了
後
も
自
分
の
勉
強
の
た
め
と
思
い
、

会
員
に
な
り
ま
し
た
」と
話
す
役
員
の
皆

さ
ん
。
活
動
の
柱
だ
っ
た『
地
区
料
理
伝
達

講
習
会
』は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
現
在
は

休
止
中
。「
同
じ
地
区
で
も
初
め
て
お
会
い

利府町食生活改善推進員（ヘルスメイト）・役員の皆さん

利府町保健福祉センターで
開催された「ヘルスメイト
利府中央講習会」の様子

令和4年度
健康料理レシピ集

左から、千葉紀美恵さん、蜂谷房子さん（副会長）、岡宮信子さん（会長）、
末永博子さん（副会長）、佐藤千代さん、奥寺英子さん（利府町保健福祉センター・栄養指導室にて）

　12月3日（土）に利府駅前と利府町文化交流
センター「リフノス」のシンボルツリーのイルミ
ネーション点灯式をリフノスにて開催しました。
　当日は、利府町観光大使シンガー夢乃さんと翼
taskuさん、「こどもの歌声教室」の皆さんが素敵な
歌声と合奏で会場を盛り上げてくれました。また、
会場には、町内児童館、児童クラブの子どもたち
が作ってくれた可愛らしい雪だるまとキャンドルが
並び、綺麗なイルミネーションとともに訪れた
人を癒してくれました。

イルミネーション点灯式を
開催しました！
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　　　　　　　新年あけましておめでとうございます。昨年を振り返ってみると、新型
コロナウイルス感染症は依然として収束せず、未曽有で非日常の日々が、もはや当たり
前の日常へと変わってしまったように思います。そんな中でも、町内のイベントや
出来事など明るい話題をお伝えできるよう、積極的に広報活動に取り組んでまいり
ますので、今年もどうぞよろしくお願いいたします！
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